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(57)【要約】
【課題】充填箇所毎に、少量充填から大容量充填を行え 
、異なる充填量とすることができる。
【解決手段】液体充填システム１は、原液タンク２から 
送給ポンプ３によって原液が吸引され、吸引された原液 
が分岐部ユニット４において充填部５に分配され、各充 
填部４を通じて容器Ｓそれぞれに充填されるようになっ 
ている。送給ポンプ３と、分岐部ユニット４との間に、 
原液を一時的に貯留する貯留タンク１５と、充填時に原 
液を加圧して送る加圧ポンプ６とが設けられている。分 
岐部ユニット４は、リリーフバルブ７を介して貯留タン 
ク１５に接続され、余剰原液が貯留タンク１５に戻され 
るようになっている。各充填部４は、それぞれ、流量計 
５ａと、電磁開閉弁５ｂと、液体充填ノズル５ｃとを有 
する。この各充填部５による充填は、充填制御手段１１ 
によって制御される。
【選択図】  図１

審査請求　未請求　請求項の数　7　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 充 填 用 の 原 液 が 貯 蔵 さ れ て い る 原 液 タ ン ク か ら 分 岐 部 ユ ニ ッ ト に 管 通 路 を 通 じ て 、 送 給  
ポ ン プ に よ っ て 、 前 記 原 液 が 複 数 の 充 填 部 を 有 す る 分 岐 部 ユ ニ ッ ト に 送 ら れ 、 前 記 分 岐 部  
ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 複 数 の 充 填 部 を 通 じ て 複 数 の 容 器 そ れ ぞ れ に 充 填 さ れ る 液 体 充 填  
シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 各 充 填 部 は 、 昇 降 可 能 で 、 流 量 計 と 、 電 磁 開 閉 弁 と 、 前 記 容 器 に 挿 入 さ れ る 液 体 充  
填 ノ ズ ル と が 順 に 設 け ら れ た も の で あ り 、
　 前 記 充 填 部 の 液 体 充 填 ノ ズ ル の 先 端 部 が 前 記 容 器 に 挿 入 さ れ た 充 填 位 置 で 、 前 記 充 填 部  
の 電 磁 開 閉 弁 を 開 き 、 充 填 を 開 始 さ せ 、 前 記 流 量 計 か ら の 信 号 に 基 づ き 設 定 充 填 量 の 通 過  
が 確 認 さ れ る と 、 前 記 電 磁 開 閉 弁 を 閉 じ 、 充 填 を 停 止 さ せ る 動 作 を 、 前 記 充 填 部 毎 に 制 御  
す る 充 填 制 御 手 段 を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 液 体 充 填 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 充 填 制 御 手 段 は 、 前 記 各 充 填 部 毎 に 、 前 記 充 填 部 を 待 機 位 置 か ら 充 填 位 置 ま で 下 降  
さ せ る 充 填 開 始 手 段 と 、 容 器 に 充 填 す る 設 定 充 填 量 を 設 定 す る 充 填 量 設 定 手 段 と 、 前 記 流  
量 計 よ り の 信 号 を 受 け 前 記 流 量 計 を 通 過 し た 通 過 流 量 と 前 記 設 定 充 填 量 と が 等 し く な っ た  
こ と を 検 知 す る 流 量 検 知 手 段 と 、 前 記 充 填 部 の 液 体 充 填 ノ ズ ル の 先 端 部 が 前 記 容 器 に 挿 入  
さ れ た 充 填 位 置 に な っ た こ と を 検 知 す る 位 置 検 知 手 段 と 、 前 記 位 置 検 知 手 段 よ り の 信 号 を  
受 け 前 記 電 磁 開 閉 弁 を 開 く 一 方 、 前 記 流 量 検 知 手 段 よ り の 信 号 を 受 け 前 記 通 過 流 量 が 前 記  
設 定 充 填 量 に 等 し く な っ た と き に 前 記 電 磁 開 閉 弁 を 閉 じ る 開 閉 制 御 手 段 と を 備 え る 、 請 求  
項 １ 記 載 の 液 体 充 填 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 送 給 ポ ン プ と 前 記 分 岐 部 ユ ニ ッ ト と の 間 に 、 前 記 原 液 を 一 時 的 に 貯 留 す る 貯 留 タ ン  
ク と 、 前 記 原 液 を 、 充 填 す る 方 向 に 加 圧 す る 加 圧 ポ ン プ と が 設 け ら れ 、
　 前 記 分 岐 部 ユ ニ ッ ト が 、 リ リ ー フ バ ル ブ を 有 す る リ タ ー ン 通 路 を 通 じ て 前 記 貯 留 タ ン ク  
に 接 続 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 液 体 充 填 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の 充 填 部 を 含 む 分 岐 部 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 送 給 ポ ン プ 下 流 の 管 通 路 に 着 脱 可 能 で  
あ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 体 充 填 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 原 液 タ ン ク は 、 比 重 が 軽 い 原 液 が 貯 蔵 さ れ て い る も の で あ り 、
　 前 記 容 器 は 、 前 記 液 体 充 填 ノ ズ ル の 先 端 部 が 挿 入 さ れ る 、 小 さ い 充 填 口 を 有 す る も の で  
あ り 、
　 前 記 液 体 充 填 ノ ズ ル は 、 前 記 容 器 内 に 挿 入 さ れ る 先 端 部 の 通 路 径 が 、 前 記 分 岐 部 ユ ニ ッ  
ト に 接 続 さ れ る 部 分 の 通 路 径 よ り も 大 き い 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 体  
充 填 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 体 充 填 シ ス テ ム に 用 い る 液 体 充 填 ノ ズ ル で あ  
っ て 、
　 前 記 管 通 路 に 接 続 さ れ る 接 続 部 と 、 前 記 容 器 内 に 挿 入 さ れ る 先 端 部 と を 有 し 、
　 前 記 接 続 部 の 通 路 径 よ り も 、 前 記 先 端 部 の 通 路 径 が 大 き い こ と を 特 徴 と す る 液 体 充 填 シ  
ス テ ム に 用 い る 液 体 充 填 ノ ズ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 接 続 部 は 、 下 端 パ イ プ を 有 し 、
　 前 記 下 端 パ イ プ に 対 し 、 前 記 先 端 部 を 形 成 す る 先 端 パ イ プ が 全 周 溶 接 さ れ 、 前 記 先 端 パ  
イ プ の 通 路 径 が 前 記 下 端 パ イ プ の 通 路 径 よ り も 大 き い 、 請 求 項 ６ 記 載 の 液 体 充 填 シ ス テ ム  
に 用 い る 液 体 充 填 ノ ズ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ア ル コ ー ル （ 例 え ば 、 撥 水 液 ） な ど の 比 重 が 軽 い 原 液 に つ い て の 液 体 充 填 シ  
ス テ ム 及 び 液 体 充 填 ノ ズ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 液 体 の 充 填 シ ス テ ム は 各 種 知 ら れ て お り 、 液 体 充 填 工 程 の 省 力 化 を 容 易 に 可 能 に  
し 、 計 量 の バ ラ ツ キ は な く 、 オ ペ レ ー タ ー に よ る 量 目 の コ ン ト ロ ー ル 作 業 を し な け れ ば な  
ら な い 煩 雑 さ も な く 充 填 作 業 の 安 全 性 を 高 め て 信 頼 性 の 向 上 を 発 揮 で き る よ う に し た 液 体  
洗 浄 剤 充 填 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ６ ２ ７ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の よ う な 充 填 シ ス テ ム シ ス テ ム に お い て 、 複 数 の 充 填 箇 所 を 設 け 、 各 充 填 箇 所 毎 に 、  
つ ま り 充 填 す る 容 器 毎 に 異 な る 充 填 量 と し 、 少 量 充 填 か ら 大 容 量 充 填 を 行 え る よ う に し た  
い と い う 要 求 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 充 填 箇 所 毎 に 、 少 量 充 填 か ら 大 容 量 充 填 を 行 え 、 充 填 す る 容 器 毎 に 異 な る 充  
填 量 と す る こ と が で き る 液 体 充 填 シ ス テ ム 及 び 液 体 充 填 ノ ズ ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と す  
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 充 填 用 の 原 液 が 貯 蔵 さ れ て い る 原 液 タ ン ク か ら 分 岐 部 ユ ニ ッ ト に 管 通 路 を 通  
じ て 、 送 給 ポ ン プ に よ っ て 、 前 記 原 液 が 複 数 の 充 填 部 を 有 す る 分 岐 部 ユ ニ ッ ト に 送 ら れ 、  
前 記 分 岐 部 ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 複 数 の 充 填 部 を 通 じ て 複 数 の 容 器 そ れ ぞ れ に 充 填 さ れ  
る 液 体 充 填 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 各 充 填 部 は 、 昇 降 可 能 で 、 流 量 計 と 、 電 磁 開 閉 弁 と 、  
前 記 容 器 に 挿 入 さ れ る 液 体 充 填 ノ ズ ル と が 順 に 設 け ら れ た も の で あ り 、 前 記 充 填 部 の 液 体  
充 填 ノ ズ ル の 先 端 部 が 前 記 容 器 に 挿 入 さ れ た 充 填 位 置 で 、 前 記 充 填 部 の 電 磁 開 閉 弁 を 開 き  
、 充 填 を 開 始 さ せ 、 前 記 流 量 計 か ら の 信 号 に 基 づ き 設 定 充 填 量 の 通 過 が 確 認 さ れ る と 、 前  
記 電 磁 開 閉 弁 を 閉 じ 、 充 填 を 停 止 さ せ る 動 作 を 、 前 記 充 填 部 毎 に 制 御 す る 充 填 制 御 手 段 を  
有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に す れ ば 、 分 岐 ユ ニ ッ ト の 充 填 部 毎 に 充 填 量 を 独 立 制 御 で き 、 充 填 部 毎 に 異 な  
る 充 填 量 と す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 充 填 す る 容 器 毎 に 、 少 量 充 填 か ら 大 容 量 充 填 ま で  
充 填 量 を 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 場 合 、 前 記 充 填 制 御 手 段 は 、 前 記 各 充 填 部 毎 に 、 前 記 充 填 部 を 待 機 位 置 か ら 充 填 位  
置 ま で 下 降 さ せ る 充 填 開 始 手 段 と 、 容 器 に 充 填 す る 設 定 充 填 量 を 設 定 す る 充 填 量 設 定 手 段  
と 、 前 記 流 量 計 よ り の 信 号 を 受 け 前 記 流 量 計 を 通 過 し た 通 過 流 量 と 前 記 設 定 充 填 量 と が 等  
し く な っ た こ と を 検 知 す る 流 量 検 知 手 段 と 、 前 記 充 填 部 の 液 体 充 填 ノ ズ ル の 先 端 部 が 前 記  
容 器 に 挿 入 さ れ た 充 填 位 置 に な っ た こ と を 検 知 す る 位 置 検 知 手 段 と 、 前 記 位 置 検 知 手 段 よ  
り の 信 号 を 受 け 前 記 電 磁 開 閉 弁 を 開 く 一 方 、 前 記 流 量 検 知 手 段 よ り の 信 号 を 受 け 前 記 通 過  
流 量 が 前 記 設 定 充 填 量 に 等 し く な っ た と き に 前 記 電 磁 開 閉 弁 を 閉 じ る 開 閉 制 御 手 段 と を 備  
え る 、 こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 送 給 ポ ン プ と 前 記 分 岐 部 ユ ニ ッ ト と の 間 に 、 前 記 原 液 を 一 時 的 に 貯 留 す る 貯 留 タ ン  
ク と 、 前 記 原 液 を 、 充 填 す る 方 向 に 加 圧 す る 加 圧 ポ ン プ と が 設 け ら れ 、



10

20

30

40

50

JP 2023-83902 A 2023.6.16(4)

【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 分 岐 部 ユ ニ ッ ト が 、 リ リ ー フ バ ル ブ を 有 す る リ タ ー ン 通 路 を 通 じ て 前 記 貯 留 タ ン ク  
に 接 続 さ れ て い る 、 こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 前 記 複 数 の 充 填 部 を 含 む 分 岐 部 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 送 給 ポ ン プ 下 流 の 管 通 路 に 着  
脱 可 能 で あ る 、 こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ り 、 設 置 場 所 に 応 じ て 、 同 時 に 充 填 で き る 容 器  
の 総 数 を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 原 液 タ ン ク は 、 比 重 が 軽 い 原 液 が 貯 蔵 さ れ て い る も の で あ り 、 前 記 容 器 は 、 前 記 液  
体 充 填 ノ ズ ル の 先 端 部 が 挿 入 さ れ る 、 小 さ い 充 填 口 を 有 す る も の で あ り 、 前 記 液 体 充 填 ノ  
ズ ル は 、 前 記 容 器 内 に 挿 入 さ れ る 先 端 部 の 通 路 径 が 、 前 記 分 岐 部 ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ る 部  
分 の 通 路 径 よ り も 大 き い 、 構 造 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う に す れ ば 、 液 体 充 填 ノ ズ ル の 先 端 部 で 充 填 速 度 が 低 下 す る の で 、 比 重 が 軽 い 原  
液 の 充 填 で あ っ て も 、 充 填 口 か ら 原 液 が 噴 き 出 す こ と が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 体 充 填 シ ス テ ム に 用 い る 液 体 充 填  
ノ ズ ル で あ っ て 、 前 記 管 通 路 に 接 続 さ れ る 接 続 部 と 、 前 記 容 器 内 に 挿 入 さ れ る 先 端 部 と を  
有 し 、 前 記 接 続 部 の 通 路 径 よ り も 、 前 記 先 端 部 の 通 路 径 が 大 き い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に す れ ば 、 充 填 速 度 の 低 下 が 図 れ 、 容 器 の 充 填 口 か ら 原 液 が 噴 出 す る の が 抑 制  
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 接 続 部 は 、 下 端 パ イ プ を 有 し 、 前 記 下 端 パ イ プ に 対 し 、 前 記 先 端 部 を 形 成 す る 先 端  
パ イ プ が 全 周 溶 接 さ れ 、 前 記 先 端 パ イ プ の 通 路 径 が 前 記 下 端 パ イ プ の 通 路 径 よ り も 大 き い  
、 構 造 と す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 充 填 部 毎 に 充 填 量 を 管 理 す る こ と が で き 、 充 填 さ れ る 容 器 毎 に 、 少 量 充 填 か  
ら 大 容 量 充 填 ま で 、 充 填 量 を 変 え て 充 填 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 液 体 充 填 シ ス テ ム の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 全 体 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 液 体 充 填 シ ス テ ム に お け る 充 填 部 の 制 御 系 の 要 部 を 示 す ブ ロ ッ ク 図  
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 容 器 を 示 し （ ａ ） は 斜 め 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 ， （ ｂ ） 平 面 図 で あ る  
。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 液 体 充 填 ノ ズ ル の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 を 、 図 面 に 沿 っ て 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 液 体 充 填 シ ス テ ム の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 全 体 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 液 体 充 填 シ ス テ ム １ は 、 原 液 タ ン ク ２ を 有 し 、 こ の 原 液 タ ン ク ２ か  
ら 送 給 ポ ン プ ３ に よ っ て 原 液 が 吸 引 さ れ 、 吸 引 さ れ た 原 液 が 分 岐 部 ユ ニ ッ ト ４ に お い て 複  
数 の 充 填 部 ５ に 分 配 さ れ 、 複 数 の 充 填 部 ５ そ れ ぞ れ を 通 じ て 複 数 の 容 器 Ｓ そ れ ぞ れ に 設 定  
充 填 量 が 充 填 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 原 液 タ ン ク ２ に は 、 ア ル コ ー ル （ 例 え ば 、  
撥 水 液 ） な ど の 、 比 重 が 軽 い 原 液 が 貯 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 送 給 ポ ン プ ３ と 、 分 岐 部 ユ ニ ッ ト ４ と の 間 に 、 原 液 を 一 時 的 に 貯 留 す る 貯 留 タ ン ク １ ５  
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と 、 充 填 時 に 原 液 を 加 圧 し て 送 る 加 圧 ポ ン プ ６ と が 設 け ら れ て い る 。 加 圧 ポ ン プ ６ に て 充  
填 速 度 を 速 く し た り 遅 く し た り で き 、 充 填 速 度 の 調 整 を す る こ と が で き る 。 原 液 タ ン ク ２  
と は 別 に 貯 留 タ ン ク １ ５ を 設 け て い る の で 、 原 液 タ ン ク ２ の 交 換 を 容 易 に 行 う こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 各 分 岐 部 ユ ニ ッ ト ４ の 下 流 側 の 管 通 路 は 、 リ リ ー フ バ ル ブ ７ を 介 し て 、 貯 留 タ ン ク １ ５  
に 接 続 さ れ 、 余 剰 原 液 が 貯 留 タ ン ク １ ５ に 戻 さ れ る よ う に な っ て い る 。 リ リ ー フ バ ル ブ ７  
に よ り 供 給 圧 力 が 設 定 値 を 超 え る と 、 原 液 が 貯 留 タ ン ク １ ５ に 戻 さ れ 、 必 要 以 上 の 加 圧 が  
回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 送 給 ポ ン プ ３ 及 び 加 圧 ポ ン プ ６ の 下 流 側 に 、 逆 止 弁 ８ ａ ， ８ ｂ が 設 け ら れ 、 原 液  
タ ン ク ２ と 貯 留 タ ン ク １ ５ に は 液 面 計 ９ ａ ， ９ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 各 充 填 部 ５ は 、 そ れ ぞ れ 、 通 過 流 量 を 計 測 可 能 で あ る 流 量 計 ５ ａ と 、 電 磁 開 閉 弁 ５ ｂ と  
、 容 器 Ｓ の 充 填 口 Ｓ ａ に 挿 入 さ れ る 液 体 充 填 ノ ズ ル ５ ｃ と を 有 し 、 充 填 部 ５ が 待 機 し て い  
る 待 機 位 置 と 容 器 が セ ッ ト さ れ て い る 充 填 位 置 と の 間 で 、 周 知 の 昇 降 機 構 に よ っ て 昇 降 可  
能 に と な っ て い る 。 各 充 填 部 ５ に よ る 容 器 Ｓ へ の 充 填 は 、 充 填 制 御 手 段 １ １ に よ っ て 、 充  
填 部 ５ 毎 に （ つ ま り 容 器 Ｓ 毎 に ） 独 立 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 充 填 制 御 手 段 １ １ は 、 液 体 充 填 ノ ズ ル ５ ｃ の 先 端 部 が 容 器 Ｓ に 挿 入 さ れ 充 填 が 行 わ れ る  
充 填 位 置 に 容 器 Ｓ が あ る と き 、 電 磁 開 閉 弁 ５ ｂ を 開 い て 充 填 を 開 始 し 、 流 量 計 ５ ａ か ら の  
信 号 に 基 づ き 設 定 充 填 量 の 原 液 の 通 過 が 確 認 さ れ る と 、 電 磁 開 閉 弁 ５ ｂ を 閉 じ て 、 充 填 を  
停 止 さ せ る 動 作 を 、 充 填 部 ５ 毎 に 制 御 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 よ り 詳 細 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 各 充 填 部 ５ 毎 に 、 充 填 部 を 待 機 位 置 か ら 充 填  
位 置 ま で 下 降 さ せ る 充 填 開 始 手 段 と 、 容 器 に 充 填 す る 設 定 充 填 量 を 設 定 す る 充 填 量 設 定 手  
段 １ ２ と 、 流 量 計 ５ ａ よ り の 信 号 を 受 け 流 量 計 ５ ａ を 通 過 し た 通 過 流 量 と 設 定 充 填 量 と が  
等 し く な っ た こ と を 検 知 す る 流 量 検 知 手 段 １ ３ と 、 充 填 部 ５ の 液 体 充 填 ノ ズ ル ５ ｃ の 先 端  
部 が 容 器 Ｓ に 挿 入 さ れ た 充 填 位 置 に な っ た こ と を 検 知 す る リ ミ ッ ト ス イ ッ チ １ ０ （ 位 置 検  
知 手 段 ） と 、 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ １ ０ よ り の 信 号 を 受 け 電 磁 開 閉 弁 ５ ｂ を 開 く 一 方 、 流 量 検  
知 手 段 １ ３ よ り の 信 号 を 受 け 通 過 流 量 が 設 定 充 填 量 に 等 し く な っ た と き に 電 磁 開 閉 弁 ５ ｂ  
を 閉 じ る 開 閉 制 御 手 段 １ ４ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 容 器 Ｓ は 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 充 填 口 Ｓ ａ が 小 さ く 、 液 体 充 填 ノ ズ ル ５ ｃ  
は 、 容 器 Ｓ 内 に 挿 入 さ れ る 先 端 部 ５ ｃ ａ の 通 路 径 （ 例 え ば 内 径 ５ ｍ ｍ ） が 、 分 岐 部 ユ ニ ッ  
ト ４ に 接 続 さ れ る 部 分 ５ ｃ ｂ の 通 路 径 （ 例 え ば 内 径 ４ ｍ ｍ ） よ り も 大 き く な っ て い る 。 こ  
れ に よ り 、 液 体 充 填 ノ ズ ル ５ ｃ の 先 端 部 で 充 填 速 度 が 低 下 す る の で 、 原 液 が 比 重 の 軽 い も  
の で あ っ て も 、 充 填 の 際 に 、 充 填 口 Ｓ ａ か ら 原 液 が 噴 き 出 す こ と が 抑 制 さ れ る 。 な お 、 容  
器 Ｓ の 注 入 口 Ｓ ａ の 開 口 径 ６ ． ２ ｍ ｍ に 対 し 、 ノ ズ ル 外 径 ５ ． ９ ８ ｍ ｍ の 液 体 充 填 ノ ズ ル  
５ ｃ を 用 い 、 ノ ズ ル 先 端 が 液 に 浸 か る よ う に な り 、 表 面 で の 泡 立 ち が 低 減 さ れ る よ う に な  
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 液 体 充 填 ノ ズ ル ５ ｃ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 電 磁 開 閉 弁 ５ ｂ の 上 流 側 に 接 続 さ れ る 部 分  
５ ｃ ｂ が 、 下 端 パ イ プ ５ ｃ ｃ を 有 し 、 下 端 パ イ プ ５ ｃ ｃ に 対 し 、 先 端 部 を 形 成 す る 先 端 パ  
イ プ ５ ｃ ａ が 全 周 溶 接 さ れ て い る （ 図 ４ の Ａ 部 分 参 照 ） 。 先 端 パ イ プ ５ ｃ ａ の 通 路 径 が 下  
端 パ イ プ ５ ｃ ｃ の 通 路 径 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 容 器 Ｓ が セ ッ ト さ れ る と 、 そ の 充 填 位 置 に 対 応 す る 充 填 部 ５ の 、 前 記 充 填 開 始 手 段 で あ  
る ス タ ー ト ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） が 押 さ れ 、 充 填 部 ５ が 下 降 し て 、 液 体 充 填 ノ ズ ル ５ ｃ の  
先 端 部 が 容 器 Ｓ に 、 充 填 口 Ｓ ａ を 通 じ て 挿 入 さ れ 、 充 填 部 ５ が 、 充 填 が 行 わ れ る 充 填 位 置  
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に あ る こ と が 、 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ １ ０ に よ っ て 検 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 開 閉 制 御 手 段 １ ４ は 、 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ １ ０ が 検 知 し た 容 器 Ｓ が セ ッ ト さ れ て い る 充 填  
部 ５ に つ い て 電 磁 開 閉 弁 ５ ｂ を 開 状 態 と す る 。 こ れ に よ り 充 填 が 開 始 さ れ る 。 流 量 計 ５ ａ  
を 通 じ て 、 充 填 さ れ て い る 流 量 が 検 出 さ れ 、 所 定 量 （ 設 定 充 填 量 ） の 原 液 の 通 過 量 が 確 認  
さ れ る と （ 流 量 検 知 手 段 １ ３ ） 、 電 磁 開 閉 弁 ５ ｂ が 閉 状 態 と さ れ 、 充 填 が 停 止 さ れ る 。 こ  
れ に よ り 、 容 器 Ｓ に 所 定 量 の 原 液 が 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ れ か ら 、 液 体 充 填 ノ ズ ル ５ ｃ が 上 昇 し て 初 期 位 置 に 戻 さ れ 、 待 機 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 よ っ て 、 充 填 部 毎 に 充 填 量 を 管 理 す る こ と が で き 、 充 填 さ れ る 容 器 毎 に 、 少 量 充 填 か ら  
大 容 量 充 填 ま で 、 充 填 量 を 変 え て 充 填 す る こ と が 可 能 に な る 。 よ っ て 、 複 数 種 類 の 容 器 に  
充 填 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 の と お り 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 し た が 、  
本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 、 種 々 の 追 加 、 変 更 ま た は 削 除 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 例 え ば 、 油 圧 ・ 水 圧 用 ブ ロ ッ ク マ ニ ホ ー ル ド な ど を 用 い る こ と に よ り 、 複 数 の 充 填 部 ５  
を 含 む 分 岐 部 ユ ニ ッ ト ４ は 、 管 通 路 で あ る パ イ プ に 対 し 着 脱 可 能 で あ る 。 よ っ て 、 必 要 に  
応 じ て 、 増 設 可 能 で あ る 。 つ ま り 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 ２ つ の 分 岐 部 ユ ニ ッ ト ４ を 備 え  
、 各 分 岐 部 ユ ニ ッ ト ４ が ３ つ の 充 填 部 ５ を 有 す る が 、 充 填 部 を 増 や す た め に 、 例 え ば 図 １  
に 鎖 線 で 示 す よ う に 、 ３ つ の 充 填 部 ５ を 有 す る 分 岐 部 ユ ニ ッ ト ４ を 着 脱 可 能 に 設 け る こ と  
で 、 充 填 部 の 総 数 を 増 や す こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 充 填 で き る 容 器 の 数 を 増 や し  
、 充 填 処 理 能 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１   液 体 充 填 シ ス テ ム
２   原 液 タ ン ク
３   送 給 ポ ン プ
４   分 岐 部 ユ ニ ッ ト
５   充 填 部
５ ａ   流 量 計
５ ｂ   電 磁 開 閉 弁
５ ｃ   液 体 充 填 ノ ズ ル
５ ｃ ａ   先 端 部
５ ｃ ｂ   部 分
５ ｃ ｃ   下 端 パ イ プ
６   加 圧 ポ ン プ
７   リ リ ー フ バ ル ブ
８ ａ ， ８ ｂ   逆 止 弁
９ ａ ， ９ ｂ   液 面 計
１ ０   リ ミ ッ ト ス イ ッ チ （ 位 置 検 知 手 段 ）
１ １   充 填 制 御 手 段
１ ２   充 填 量 設 定 手 段
１ ３   流 量 検 知 手 段
１ ４   開 閉 制 御 手 段
１ ５   貯 留 タ ン ク
Ｓ   容 器
Ｓ ａ   充 填 口
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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